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海洋観光の施策体系

第２回検討会での委員からのコメントを踏まえて 施策体系について若干の変更を加える• 第２回検討会での委員からのコメントを踏まえて、施策体系について若干の変更を加える

こととした。

旧 新【 海 洋 観 光 の 意 義 】
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我が国海洋の周知・啓発

・海洋観光の体験を通じた海洋管理
の必要性認知

・関係者の連携促進、機運の醸成
・海洋に関する教育の充実

我が国海洋の周知・啓発

・海洋観光の体験を通じた海洋管理
の必要性認知

・関係者の連携促進、機運の醸成
・海洋に関する教育の充実



海洋観光を 『海洋に関わる観光資源及び自然状況並びに海上交通を利用 活用する観光』と捉える

海洋観光の施策体系

• 海洋観光を、 『海洋に関わる観光資源及び自然状況並びに海上交通を利用、活用する観光』と捉える。

• 海洋観光振興の意義・目的は「経済の活性化」、「海洋の管理」の２本柱のもと、それぞれ「地域振興」、「国・

地域のブランド力・競争力の強化」と、「我が国海洋の適切な管理」、「我が国海洋の周知・啓発」の４つの柱

に整 きに整理できる。

主な施策分野

・離島振興地域振興

・沿岸域の振興
・旅客船事業の振興
・港湾振興
・マリンレジャーの振興

地域振興

経済の活性化

・観光入込客増加、交流人口増大、
雇用の創出

・海洋観光産業の人材育成

・インバウンド促進
・クルーズ市場の活性化
・クルーズ産業の創出・振興
・造船業の振興・競争力強化
・ターミナル等の受入体制の整備

国・地域のブランド力・競争力
の強化

・クルーズ船発着・寄港による地域
の魅力発信

・魅力ある観光地づくり
船舶 技術力強化 タ ミナル等の受入体制の整備

・海岸整備等による海浜の適正な管理
・離島の管理
・海洋観光と連携した大規模災害時の船舶の活用
・海上交通安全の確保

我が国海洋の適切な管理

海洋の管理 ・観光を通じた我が国海洋の適切な
管理

・船舶の技術力強化

海上交通安全の確保
・離島航路の維持・活性化

・海に関する体験学習、教育旅行の推進
（ウミガメ放流、カヤック、植生等）

管理
・観光の振興に資する沿岸域の適切
な管理

・海洋観光と連携した大規模災害時
の船舶の活用

・航行の安全
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放 、 、
・海関連のイベント充実
・海洋に関する文化・歴史的知見の普及
・海事思想の普及（海の日の活用）

我が国海洋の周知・啓発

・海洋観光の体験を通じた海洋管理
の必要性認知

・関係者の連携促進、機運の醸成
・海洋に関する教育の充実



海洋観光の施策体系

海洋観光の振興に関する課題については 前に示した体系図に於いて１つの柱ずつに対応するのではなく• 海洋観光の振興に関する課題については、前に示した体系図に於いて１つの柱ずつに対応するのではなく、

複数の柱に関連する課題であると認識している。

主な施策分野 課題

・離島振興
・沿岸域の振興
・旅客船事業の振興

１．海洋観光の魅力の
発掘・磨き上げ

地域振興

・港湾振興
・マリンレジャーの振興 ２．魅力の情報発信手法

３ 産業創出・振興

・インバウンド促進
・クルーズ市場の活性化

国・地域のブランド力・競争力

経済の活性化

・観光入込客増加、交流人口増大、
雇用の創出

・海洋観光産業の人材育成

３．産業創出 振興

４．離島振興

・クルーズ産業の創出・振興
・造船業の振興・競争力強化
・ターミナル等の受入体制の整備

・海岸整備等による海浜の適正な

国・地域のブランド力・競争力
の強化

・クルーズ船発着・寄港による地域
の魅力発信

・魅力ある観光地づくり
・船舶の技術力強化

５．我が国海洋の
周知啓発

管理離島の管理
・海洋観光と連携した大規模災害時
の船舶の活用

・海上交通安全の確保
・離島航路の維持・活性化

我が国海洋の適切な管理

海洋の管理 ・観光を通じた我が国海洋の適切な
管理

・観光の振興に資する沿岸域の適切

６．海洋観光に係る人材
の育成

７．関係者の連携

離島航路の維持 活性化

・海に関する体験学習、教育旅行の推進
（ウミガメ放流、カヤック、植生等）

・海関連のイベント充実
・海洋に関する文化・歴史的知見の普及

我が国海洋の周知・啓発

観光の振興に資する沿岸域の適切
な管理

・海洋観光と連携した大規模災害時
の船舶の活用

・航行の安全
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７．関係者の連携海洋に関する文化 歴史的知見の普及
・海事思想の普及（海の日の活用）・海洋観光の体験を通じた海洋管理

の必要性認知
・関係者の連携促進、機運の醸成
・海洋に関する教育の充実


